
問　

福
生
市
の
防
災
食

育
セ
ン
タ
ー
は
、
備
蓄
米

４
５
０
０
kg
や
１
０
０
ｔ
タ

ン
ク
に
た
め
た
水
、
プ
ロ
パ

ン
ガ
ス
で
調
理
で
き
、
避
難

所
に
も
な
る
。
水
も
電
気
も

ガ
ス
も
止
ま
る
大
災
害
が
発

生
し
た
と
き
、
避
難
者
約

1
万
５
千
人
に
対
し
て
、
1

日
1
回
お
に
ぎ
り
2
個
と
温

か
い
汁
物
を
3
日
間
提
供
で

き
る
。

　
市
内
の
給
食
セ
ン
タ
ー
を

災
害
時
に
活
用
で
き
な
い

か
。

答　
あ
お
ぞ
ら
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
は
約
80
ｔ
、
な
の
花

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
約
60

ｔ
の
水
を
飲
料
水
と
し
て
提

供
で
き
る
。

　
ガ
ス
遮
断
時
に
は
協
定
に

よ
り
移
動
式
ガ
ス
発
生
設
備

を
借
り
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
の
ほ
か
、
か
ま
ど
ベ

ン
チ
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ

の
設
備
や
調
理
員
用
シ
ャ

ワ
ー
を
活
用
で
き
る
。

社
会
全
体
で 

 

支
え
る
学
校
給
食

問　
無
償
化
に
つ
い
て
の
政

府
の
対
応
を
ど
う
認
識
し
て

い
る
の
か
。

答　
政
府
は
全
国
ベ
ー
ス
で

の
実
態
調
査
を
行
い
、
1
年

以
内
に
そ
の
結
果
を
発
表
す

る
と
し
て
い
る
。

　
市
と
し
て
は
、
無
償
化
は

各
自
治
体
が
個
別
に
取
り
組

む
こ
と
な
く
、
国
の
政
策
と

し
て
全
国
一
律
に
取
り
組
む

べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。

一 般 質 問
問　
亡
く
な
っ
た
と
き
の
手

続
き
の
対
応
は
。

答　
令
和
５
年
11
月
に
お
く

や
み
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成

し
、
冊
子
の
配
布
を
開
始
し

た
。
必
要
に
応
じ
て
、
関
係

各
課
へ
の
職
員
の
同
行
、
事

前
に
電
話
等
が
あ
れ
ば
必
要

な
相
談
も
行
っ
て
い
る
。

　
な
お
、
市
民
相
談
で
は
相

続
手
続
に
つ
い
て
、
行
政
書

士
、
司
法
書
士
、
弁
護
士
、

税
理
士
が
各
種
相
談
に
応
じ

て
い
る
。

国
民
健
康
保
険
を 

 

守
る
た
め
に

問　
市
の
政
策
判
断
で
実
施

さ
れ
て
き
た
赤
字
補
て
ん
目

的
以
外
の
法
定
外
一
般
会
計

繰
入
金
は
、
今
後
も
継
続
で

き
る
の
か
。

答　
令
和
６
年
度
以
降
も
可

能
な
期
間
は
継
続
し
て
い

く
。

問　
マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
た

な
い
市
民
が
利
用
す
る
資
格

確
認
書
の
取
り
扱
い
に
つ
い

て
、
全
て
の
被
保
険
者
へ
速

や
か
に
交
付
す
べ
き
。
対
応

で
き
る
か
。

答　
原
則
は
本
人
申
請
が
必

要
だ
が
、
当
面
は
職
権
で
交

付
す
る
。

問　
国
民
健
康
保
険
税

が
高
す
ぎ
て
払
い
た
く

て
も
払
え
ず
、
や
む
を

得
ず
滞
納
し
て
い
る
人

は
、
今
後
も
医
療
機
関

を
受
診
で
き
る
の
か
。

答　
納
税
相
談
を
実
施

す
る
な
ど
の
適
切
な
対

応
を
す
れ
ば
、
市
と
し

て
は
こ
れ
ま
で
と
同
様

で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

問　
障
が
い
者
が
安
心
し
て

ま
ち
を
歩
く
た
め
に
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
マ
ッ
プ
の
作
成
が

必
要
で
は
。

答　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
情
報
の

提
供
が
可
能
か
研
究
し
、
方

策
を
考
え
て
い
く
。

未
来
を
自
分
た
ち
の
形
に

問　

高
校
生
、
専
門
学
生
、

大
学
生
の
考
え
た
子
ど
も
・

子
育
て
施
策
案
を
採
用
し
、

実
現
し
て
は
。

答　
様
々
な
形
で
小
・
中
学

生
、
若
者
の
意
見
表
明
の
機

会
を
設
け
、
意
見
を
聞
い
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
貴
重
な
意

見
を
（
仮
称
）
こ
ど
も
計
画

に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
。

ト
ラ
ブ
ル
が 

 

発
生
す
る
前
に

問　
改
正
民
法
の
施
行
に
よ

り
、
催
告
等
の
一
定
要
件
を

満
た
せ
ば
、
隣
地
か
ら
の
越

境
枝
の
切
除
が
可
能
に
な
っ

た
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成

を
。

答　
市
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
関
連
記
事
を
掲
載
し
、
ま

ず
は
周
知
を
図
り
、
問
い
合

わ
せ
等
に
対
応
で
き
る
よ
う

努
め
る
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

の
実
現
を

問　
環
境
基
本
計
画
の
目
的

や
各
施
策
の
達
成
に
向
け
、

地
球
温
暖
化
対
策
条
例
の
制

定
を
。

答　
他
市
町
村
の
動
向
を
注

視
し
つ
つ
、
必
要
性
を
検
討

す
る
。

問　
遊
歩
道
に
草
が
繁
茂
し

て
歩
け
な
い
。
県
の
草
刈
り

の
時
期
が
ず
れ
た
た
め
、
11

月
の
大
会
に
間
に
合
わ
ず
、

陸
上
競
技
連
盟
が
行
っ
た
。

市
で
草
刈
り
が
で
き
な
い
か
。

答　
管
轄
の
川
越
県
土
整
備

事
務
所
に
要
望
し
て
い
る
。

　
県
、
本
市
、
市
民
そ
し
て

産
業
団
地
の
進
出
企
業
等
と

除
草
活
動
及
び
維
持
管
理
に

つ
い
て
研
究
し
て
い
き
た
い
。

介
護
予
防
、フ
レ
イ
ル
予
防

問　
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
の
活
用
を
。

答　

大
井
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
機
能
の
充
実
と
し
て
、

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
導
入
を
目
指

し
、
検
討
し
て
い
る
。
高
齢

者
の
介
護・フ
レ
イ
ル
予
防
、

認
知
症
予
防
の
ほ
か
若
年
層

と
の
交
流
や
異
業
種
と
の
連

携
等
、
地
域
共
生
の
実
現
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

エ
コ
パ
の
管
理
運
営

問　
管
理
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
な
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て

い
る
か
。

答　

毎
月
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

会
議
を
実
施
し
、
管
理
業
務

報
告
・
修
繕
報
告
な
ど
を
受

け
、
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
適
時

改
善
に
向
け
対
応
し
て
い

る
。

問　
市
は
社
員
の
勤
務
体
系

変
更
を
承
知
し
て
い
る
か
。

答　
毎
月
の
会
議
で
報
告
は

な
い
。
確
認
し
た
と
こ
ろ
エ

コ
パ
の
赤
字
幅
縮
小
を
主
眼

と
し
た
変
更
と
の
こ
と
、
事

前
に
報
告
す
る
よ
う
指
導
す

る
。

いざというときのために

なの花学校給食センター

除草の前後

市
民
が
安
心
し
て
散
歩

で
き
る
新
河
岸
川
遊
歩
道

原
田
　
雄
一 

議
員

一 般 質 問

歩
き
や
す
い
ま
ち
を

小
林
　
憲
人 

議
員

行
政
に
お
け
る

相
続
手
続
の
相
談床井

　
紀
範 

議
員

総務・教育常任委員会
【内 容】
〇防犯・防災についての意見交換
【意見・要望】
●�災害時の備蓄品の管理や外国人への情報
伝達は

●�災害発生時における火災など、消防対応
の流れは

●�外国語教育のボランティア（市民通訳）
の取り組みを

●�児童の下校時に見守り活動をもっと呼び
かけて

生活・福祉常任委員会
【内 容】
〇�住み続けたくなる福祉のまちについての
意見交換

【意見・要望】
●民生委員を拒否する単身高齢者への対応
●障がい者施設・高齢者施設が少ない
●�空き家を生かしてふじみんぴんしゃん体
操を

●�シェアサイクルを高齢者に使いやすくし
てほしい

市民・都市常任委員会
【内 容】
〇市内の公共交通についての意見交換
【意見・要望】
●�市内循環ワゴンの時刻表が分かりにくい。
停留所の安全対策を
●�上福岡駅東口の歩道橋にエレベーターや
エスカレターがほしい
●�道路の幅が狭い。歩道を通行すると自転
車が危険だ。自転車も走る場所がない。改
善してほしい
●�三芳スマートＩＣのフル化は車両の交通
量が増えると想定される。安全対策を

市民から届いた声市民から届いた声　　議会報告会・意見交換を開催
　市議会は各常任委員会（総務・教育、生活・福祉、市民・都市）で、令和５年11月５日と12日に議
会報告会・意見交換を開催しました。
　延べ47人の市民が参加し、以下のような意見や要望等がありました（一部抜粋）。

学
校
給
食
は
災
害
時
に
も

役
立
っ
て
い
る
か近

藤
　
善
則 

議
員
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